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静岡県立浜松城北工業高等学校
〒430-0906　静岡県浜松市中区住吉5-16-1
☎053-471-8341

活動団体 環境部

主な活動時間 休日や放課後、部活動として 活動人数 60人

最終審査会発表生徒 中谷 優介（3年）　平山 輔信（3年） 担当教諭 飯尾 美行

地球にやさしいエンジニア

【活動内容】
　本校の取り組みとしては、全国の高校に先駆けた「環
境教育宣言」（2000年）、国際規格「環境マネジメン
トシステム（ISO14001）」内部監査員養成研修の実施
（2009年、383名修了）、また、静岡県下初となる環
境ボランティア活動の単位認定（2001年：延べ323
名認定）、地域の小・中学生を対象とした「城北ジュニ
ア・エコ・スクール」（延べ4000名来校）、一般市民
対象の「地球温暖化セミナー」などがあります。こうし
た数多くの「学校教育による環境教育モデル」を環境部
員が中心となり、地域社会に発信してきました。
　2015年4月から現在までの具体的な活動としては、
以下のとおりです。
1．郷土の美しい自然を守るため中田島砂丘・浜名湖
等のクリーン作戦､ および椎ノ木谷等を中心とし
た佐鳴湖周辺の生態系の回復を目指す里山づくり
による環境ボランティア活動。

2．環境先進国デンマークをモデルに、循環型社会を
目指し分別収集される校内のゴミが社会の資源と
なるよう、地域における「ゴミゼロの学校モデル」
を目標としたリサイクル専門業者との協力による
取り組み。

【目標・今後の計画】
　私たちは、「地球にやさしいエンジニアの育成」を教
育目標に掲げ、1991年より地域の多くの団体・自治
体等と協力する中で実践的な環境教育活動に取り組ん
でいます。95年には生徒による環境教育活動のリー
ダーを育成する「環境クラブ」（延べ約500名／現：環
境部）を創設し、99年には一般市民・保護者を対象と
した｢PTA環境教育クラブ｣（延べ約1000名）、そし
て、地域の小・中学生を対象とした｢城北ジュニア・
エコ・クラブ｣（延べ約4000名）を創設しました。
　私たちの活動の目標は、自然や環境に配慮した“も
のづくり”と“環境ボランティア活動”を通して、大切
な地域の自然を守り社会貢献に取り組むことです。ま
たその中で、地球的規模の環境問題についても積極的
に対応できるエンジニアとして成長し、自らの行動を
通して友人や若者たちにも広く共感の輪を広げなが
ら、多くの人々に持続可能な社会の大切さを伝えてい
くことです。
　今後の計画としては、工業高校の生徒であるからこ
そ、エンジニアとして“ものづくりのあり方”や、市民
としての“生活のあり方”について、また、地球温暖化
問題をはじめとする環境問題についても、高校生の立
場から環境部の活動を通して、広く一般市民の方々に
も深く考える機会や窓口を設けたいと考えています。
　具体的には、年間を通して行われる環境ボランティ
ア活動を通して、豊かな郷土の自然や地球環境、地域
社会や世界の持続可能性の上に、私たちの“ものづく
り”も“生活”もすべて成り立っているという、極めて
重要な「気づきのプロセス」を郷土の自然や社会の持つ
教育力と協力しつつ「普及・啓発活動」に取り組んでい
きたいと願っています。
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3．全国の工業高校に先駆け国際規格「環境マネジメン
トシステム（ISO14001）」内部監査員養成コース
の校内・外の普及・推進と、環境部員を中心とし
た取り組み（環境部の部長・副部長の3名から始ま
り、現在は生徒383名が修了）。

4．地域に貢献する工業高校を目指した「城北ジュニア
･エコ・スクール」、「城北の森」での環境学習（延べ
約4000名が来校）。

5．本校の潜在自然植生による「城北の森」をモデルと
する、市内各所の森の整備や保全活動。浜松市が
東海大地震の津波対策として建設中の防潮堤での
植樹活動と森づくり（累計長3000ｍ、9000本）。

6．県下の工業高校の代表生徒、教員を対象とした「静
岡県工業教育研究会」における「地球にやさしいエ
ンジニア」をテーマとした研究発表。

【成果・実績】
　1995年に環境教育活動における生徒たちのリー
ダー育成を目指した「環境クラブ」をはじめとした先取
的な取り組みは、地道な地域社会とのかかわりの中で、
多様な啓発・普及活動ができた結果であると考えます。
　環境教育活動は、学校教育のみで完結できるもので
はありません。地元の企業、自治体、大学、小・中学
校、自然保護団体、NPO、ライオンズクラブ、国際
ソロプチミスト、新聞社、公園緑地協会など様々な地
域の教育力と連携・協力する中で、初めて可能となり
ました。そうした取り組みを通じて、生徒たちのリー
ダーシップは磨かれ、地域の多くの社会教育力による
善意のネットワークが構築されました。また共感の輪
を地域社会に大きく広げることができたと考えます。
　環境教育活動を25年間にわたり継続できたこと自
体も、大きな成果であったと考えます。

　

◎私は、浜松城北工高の環境部で３年間ボランティア活動を行ってきました。自然を通して多くの人々と交流することが
できました。私たちのボランティア活動は、里山づくり、海岸清掃、植樹などをするだけでなく、人と人をつなぐ「無
限大の可能性」を秘めていると思います。	 （中谷 優介・男・３年）

◎「活動の環」を広げるために必要なことは、一人一人が「自分は地球市民である」という大切な考え方に立つことだと思い
ます。「地域の一員」であると同時に「地球の一員」でもあるという「地球市民」の考え方が広がれば、自ずと「活動の環」は
広がっていくと思います。	  （平山 輔信・男・３年）

●活動にあたり創意工夫したこと
	 1．環境教育において、その重要性・必要性に注目し、「学校教育による環境教育モデル」を地域に発信し続けたこと。
　2．学校における環境教育の推進役を先生ではなく、生徒に求めたこと。
　3．「環境クラブ」にて多くの経験の中から得た環境教育活動を、スケールアップしながら取り入れたこと。
　4．本校の本分である工業教育と環境教育を推進するための共通の目標として、「地球にやさしいエンジニアの育成」

を掲げたこと。その言葉が生徒、職員、卒業生の合言葉となり、本校の教育目標のひとつとなっていること。
●活動の際に苦労したこと
　学校教育において、学習指導要領に規定されない教育に継続して取り組むことは極めて困難です。環境教育に興味
を持たれた先生方が研鑽され育っても、転勤等により環境教育の体制の充実・維持できないのが現状です。また、
環境教育では大きな予算が付かないことも苦労をする点です。

活動の環
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を広げよう 出場者からの提言


